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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文は、日本の箏の各流派における演奏技法の詳細な解明に加えて、演奏技法と音楽表現、特に
情調との関連を分析、考察したものである。全８章からなり、第１章「Introduction（序）」では、
目的と方法、先行研究批判、情報提供者のライフヒストリーが主な内容となっている。第２章
「Methods of Transmission of Playing Technique（演奏技法の伝承方法）」では、伝承が口伝による
ことから、「弟子」に要求される様々なマナーについての具体例を、文化人類学に近い手法で描いて
いる。本章ではさらに、流派のもつ閉鎖性とともに、流派内でのコミュニケーションの開放性につい
ても論じている。第３章「Playing Technique in Ikuta-ryu Style（生田流の演奏技法）」では、生田
流の現行の演奏技法を網羅的に抽出し、詳細な記述を行っている。第４章「Playing Technique in 
Yamada-ryu Style（山田流の演奏技法）」では、多くの写真を加えて山田流の現行の演奏技法を網羅
的に抽出し、詳細な記述を行っている。第３章、第４章では現行の古典的な箏音楽の規範的な演奏技
法の網羅的蒐集と解明が主目的であったが、第５章「Playing Technique of New Pieces of Koto 
Music（創作箏曲における演奏技法）」では、20 世紀を代表する箏の名手が使用、考案した新しい演
奏技法に焦点をあてて論じている。第６章「Analysis of General Playing Techniques; An Attempt at 
Historical Approach（演奏技法全般の分析、その歴史的アプローチの試み）」では、現行の演奏技法
の詳述（第３〜５章）を踏まえて、研究対象を過去の演奏技法へも広げ、箏の演奏技法の歴史的変遷
の記述を試みている。第７章「Aesthetic Modes of Koto Music in Relation to Playing Technique（箏
音楽の美的モードと演奏技法との関連）」は、本論文のもう一つの大きなテーマである、詞章が表す
情緒、情調と演奏技法との間の相関的関係の実証的検証である。以上のような考察を経て、第８章
「Conclusion（結論）」では、第１〜７章を振り返りながら、要点を簡潔に明らかにして本論文を閉
じている。全体を通して得られた大きな成果としては、生田流、山田流の現行の演奏技法の網羅的な
記述と分類を行う過程で、生田流であれば演奏技法約２５種類であるとされてきたものが、実は３７
種類に細分化されることが明らかになるなど、両派の技法分類に新たな知見を多く加えることができ
た点が挙げられる。また、演奏技法の歴史的変遷については先行研究がなく、本研究によって初めて
手がけられた。さらに、美的モードと演奏技法の関連では、特定の技法と情調の傾向との間には有意
な関係を見出すことができた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は民族音楽学をディシプリンの基盤としながらも、分析手法としての音楽学や、音楽史学の
蓄積を積極的に援用した、音楽分野における横断的なアプローチを特徴とする画期的な研究となった。
箏の音楽は口頭伝承が中心であり、家元制に近い形で継承されているゆえ、研究者であっても各流派
を横断することが極めて困難であるが、流派を超えて演奏技法の比較分析を行い、包括的な成果を挙
げた点で学術的貢献は極めて大きい。本論文では、演奏技法に関する網羅的な抽出と分類、分析が主
たる作業となっているが、１）演奏技法の網羅的記述にとどまらず、雅楽の楽箏にまで遡って技法の
歴史的な変遷の記述を試みたこと、２）演奏技法と音楽表現との関連について具体的な作品に即した
分析を行ったこと、という２点が独創的である。全８章の成果のなかから特筆すべき部分を以下に挙
げる。第２章では、師匠と弟子との一対一の関係だけではなく、師匠を中心とする伝承集団（流派）
での振る舞い方が生き生きと描かれ、貴重な参与観察記録となった。第３章では、従来は 25 種とい
われてきた生田流の現行の演奏技法が、37 種の技法へと細分化されることを明らかにした。第４章
では、山田流の現行の演奏技法を 28 種へと細分化して明らかにした。ただ、このカテゴリー化は外
側（調査者）からの視点という限界があるのも事実である。第６章では、74 種の演奏技法を時間軸
の上に配置し、演奏技法の盛衰を一望の元に見渡せるようにして、1600 年代に現れた技法が今日ま
で保持され、その後新たな技法が加わってきた過程を明らかにした。第７章では、詞章表現と特定の
技法の間に有意な関係が認められることを発見した。本論文を概評すると、従来よりも遙かに多くの
演奏技法の存在が確認されるに至り、新たな知見が加えられた。また、演奏技法の歴史的変遷につい
ては先行研究がなく、前人未踏の領域を開拓している。さらに、演奏技法と美的モードとの関連につ
いては、特定の技法と情調の間に有意な関係を見出した。これも先行研究には見ることのできない、
箏音楽研究の新たな領域の提案になった。但し、歴史的変遷の追究では、参考とすべき文献（特に
1600 年以前）の全ての探索には至らず、精度において限界がある。技法と情緒の関連ではサンプル
数の少なさから、仮説の域にとどまっている。以上のような克服すべき課題をもっているものの、膨
大な資料上の貢献、ならびに新たな研究領域を提案した点において、優れた論文として高く評価でき
る。 
 
 
